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外線コール転送の制限の概要
外線コール転送の制限は、ゲートウェイ、トランク、およびルートパターンを、システムレ

ベルでオンネット（内部）デバイスまたはオフネット（外部）デバイスとして設定するために

使用できる機能です。デバイスをオフネットとして設定すると、外部デバイスへの外線コール

の転送を制限できるため、電話料金の詐欺行為の防止に役立ちます。

[オフネット間転送のブロック（Block OffNet to OffNet Transfer）]サービスパラメータが [はい
（True）]に設定されている場合に、オフネットゲートウェイまたはトランクでコールを転送
しようとすると、コールを転送できないことを通知するメッセージがユーザの電話に表示され

ます。

この章では、次の用語を使用します。

説明用語

オンネットとして設定されており、ネットワー

ク内部にあるものと見なされるデバイス。

オンネットデバイス

オフネットであると見なされ、ルーティング

時にネットワーク外部にあるものと見なされ

るデバイス。

オフネットデバイス

ネットワークを基準にしたデバイスの場所（オ

ンネットまたはオフネット）。

ネットワークの場所

転送されるデバイス。システムはこのデバイ

スをオンネットまたはオフネットと見なしま

す。

発信側
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説明用語

転送されたコールを受信するデバイス。シス

テムはこのデバイスをオンネットまたはオフ

ネットと見なします。

着信側

オンネットまたはオフネットとして分類する

ために、ゲートウェイまたはトランクコール

分類設定だけが使用されるコール。ルートパ

ターンコール分類設定は適用されません。

DNへの着信コール

トランク、ゲートウェイ、およびルートパター

ンのコール分類設定が考慮されるコール。ルー

トパターンの [デバイスの上書きを許可
（Allow Device Override）]設定により、ルー
トパターンコール分類設定の代わりに、トラ

ンクまたはゲートウェイコール分類設定が使

用されるかどうかが決まります。

発信コール

外部コール転送の制約事項の設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

外部コールが別の外部デバイスや番号に

転送されるのをブロックします。

コール転送制限のサービスパラメータ

の設定（2ページ）
ステップ 1

ゲートウェイ設定またはトランク設定を

使用するか、クラスタ全体のサービス

着信コールを設定するには、次の手順を

実行します。

ステップ 2

パラメータを設定して、オンネット（内•クラスタ全体のサービスパラメー
タの設定（4ページ） 部）またはオフネット（外部）として

ゲートウェイとトランクを設定します。
•ゲートウェイでのコール転送制限の
設定（5ページ）

•トランクでのコール転送制限の設定
（5ページ）

ルートパターンの設定を指定して、転

送機能を設定します。

発信コールの設定（6ページ）ステップ 3

コール転送制限のサービスパラメータの設定

別の外部デバイスまたは番号への外部コールの転送をブロックするには、以下の手順を実行し

ます。

外線コール転送の制限
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理のユーザインターフェイスから、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager（Active））]を選択します。

ステップ 4 [オフネット間の転送をブロックする（Block OffNet to OffNet Transfer）]ドロップダウンリス
トから [はい（True）]を選択します。デフォルト値は Falseです。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

着信コールの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Managerク
ラスタですべてのゲートウェイまたはト

（オプション）クラスタ全体のサービス

パラメータの設定（4ページ）
ステップ 1

ランクを [オフネット（OffNet）]（外
部）または [オンネット（OnNet）]（内
部）として設定します。

[ゲートウェイの設定（Gateway
Configuration）]を使用して、ゲートウェ

ゲートウェイでのコール転送制限の設定

（5ページ）
ステップ 2

イを [オンネット（OnNet）]（内部）ま
たは [オフネット（OffNet）]（外部）と
して設定します。この機能を、クラスタ

全体のサービスパラメータ [オフネット
間転送のブロック（Block OffNet to
OffNetTransfer）]と共に使用する場合、
設定によってコールをゲートウェイ経由

で転送できるかどうかが決まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部

デバイスとして Cisco Unified
Communications Managerに設定できま
す。

• H.323ゲートウェイ

• MGCP FXOトランク

外線コール転送の制限

3

外線コール転送の制限

着信コールの設定タスクフロー



目的コマンドまたはアクション

• MGCP T1/E1トランク

[トランクの設定（TrunkConfiguration）]
を使用して、トランクを [オンネット

トランクでのコール転送制限の設定（

5ページ）
ステップ 3

（OnNet）]（内部）または [オフネット
（OffNet）]（外部）として設定します。
この機能を、クラスタ全体のサービス

パラメータ [オフネット間転送のブロッ
ク（Block OffNet to OffNet Transfer）]と
共に使用する場合、設定によってコール

をトランク経由で転送できるかどうかが

決まります。

次のデバイスを内部デバイスおよび外部

デバイスとして Cisco Unified
Communications Managerに設定できま
す。

• InterCluster Trunk;クラスタ間トラン
ク

• SIPトランク

クラスタ全体のサービスパラメータの設定

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタで、すべてのゲートウェイまたはトランクを [オ
フネット（OffNet）]（外部）または [オンネット（OnNet）]（内部）と設定するには、次の手
順を実行します。

始める前に

コール転送制限のサービスパラメータの設定（2ページ）

手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理のユーザインターフェイスから、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [サービスパラメータ設定（Service ParameterConfiguration）]ウィンドウで、[サーバ（Server）]
ドロップダウンリストから、設定する Cisco Unified CMサーバを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco
CallManager（Active））]を選択します。

外線コール転送の制限
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ステップ 4 Choose either OffNet or OnNet（the default specifies OffNet） from the Call Classification drop-down
list.

ゲートウェイでのコール転送制限の設定

オフネット、オンネットまたはシステムデフォルトの使用としてゲートウェイを設定するに

は、次の手順を実行します。システムはそれぞれオフネットまたはオンネットとしてのゲート

ウェイを通ってネットワークに到達するコールと見なします。

始める前に

クラスタ全体のサービスパラメータの設定（4ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [ゲートウェイ(Gateway)]。

[ゲートウェイの検索と一覧表示（Find and List Gateways）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定されているゲートウェイを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

Unified Communications Managerで設定されたゲートウェイが表示されます。

ステップ 3 オフネットまたはオンネットとして設定するゲートウェイを選択します。

ステップ 4 [コールの分類（CallClassification）]フィールドでオフネットまたはオンネットを選択します。
クラスタ全体の制限をすべてのゲートウェイで有効にしている場合、各ゲートウェイを [シス
テムデフォルトの使用（Use System Default）]に設定します（つまり、コールの分類サービス
パラメータをゲートウェイの設定として使用します）。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

トランクでのコール転送制限の設定

トランクを [オフネット（OffNet）]、[オンネット（OnNet）]、または [システムのデフォルト
を使用（Use System Default）]として設定するには、次の手順を実行します。[オフネット
（OffNet）]または [オンネット（OnNet）]として設定されているトランクを通じてネットワー
クに届くコールは個々に考慮されます。

始める前に

ゲートウェイでのコール転送制限の設定（5ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス(Device)] > [トランク(Trunk)]。

[トランクの検索と一覧表示（Find and List Trunk）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 設定済みのトランクを一覧表示するには、[検索（Find）]をクリックします。

Unified Communications Managerで設定されたトランクが表示されます。

ステップ 3 [オフネット（OffNet）]または [オンネット（OnNet）]として設定するトランクを選択します。

ステップ 4 [コール分類（Call Classification）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのフィールドを
選択します。

• [オフネット（OffNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは外部ゲートウェ
イとして識別されます。 [オフネット（OffNet）]として設定されているゲートウェイから
コールが届くと、接続先デバイスに外部リングが送信されます。

• [オンネット（OnNet）]：このフィールドを選択すると、ゲートウェイは内部ゲートウェ
イとして識別されます。 [オンネット（OnNet）]として設定されているゲートウェイから
コールが届くと、接続先デバイスに内部リングが送信されます。

• [システムデフォルトの使用（UseSystemDefault）]：このフィールドを選択すると、Unified
Communications Managerのクラスタ全体に対するサービスパラメータである [コールの分
類（Call Classification）]が使用されます。

すべてのトランクでクラスタ全体の制限を有効にした場合は、各トランクを [システ
ムのデフォルトを使用（Use System Default）]に設定します（つまり、[コール分類
（CallClassification）]サービスパラメータの設定が読み込まれ、その設定がトランク
に使用されます）。

（注）

ステップ 5 [保存]をクリックします。

発信コールの設定

コールをオンネットまたはオフネットとして分類するには、[ルートパターン設定（Route
Pattern Configuration）]ウィンドウの [コール分類（Call Classification）]フィールドをそれぞ
れオンネットまたはオフネットに管理者が設定します。管理者がルートパターン設定の上書き

とトランクまたはゲートウェイ設定を使用ができるようにするには、[ルートパターン設定
（Route Pattern Configuration）]ウィンドウの [デバイス上書き許可（Allow Device Override）]
チェックボックスをオンにします。

始める前に

トランクでのコール転送制限の設定（5ページ）

外線コール転送の制限
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理から、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ルートパターン（Route Pattern）]を選択し、[検索（Find）]をクリック
してすべてのルートパターンを一覧にします。

ステップ 2 設定したいルートパターンを選択するか、[新規追加]をクリックします。

ステップ 3 [ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウで、ルートパターンの設定
と転送機能を設定するには、次のフィールドを使用します。

a) [コール分類（Call Classification）] —オフネットまたはオンネットのルートパターンを使
用してコールを分類するためにこのドロップダウンリストを使用します。

b) [外部のダイヤルトーン入力（Provide Outside Dial Tone）] —コールの分類がオフネット
に設定されると、このチェックボックスがチェックされます。

c) [デバイス上書き許可（Allow Device Override）]—このチェックボックスをオンにすると、
システムは、[ルートパターン設定（Route Pattern Configuration）]ウィンドウの [コール分
類（Call Classification）]ではなく、ルートパターンに関連付けられたトランクまたはゲー
トウェイのコール分類を使用します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

外線コール転送の制限の連携動作

データのやり取り機能

会議の破棄機能は、会議の参加者がオフネッ

トとオンネットのどちらに設定されているか

をチェックすることにより、既存のアドホッ

ク会議を破棄する必要があるかどうかを決定

します。この機能を設定するには、サービス

パラメータの [アドホック会議の破棄（Drop
AdHocConference）]を使用して、オプション
の [オンネット参加者が会議に残っていない場
合（When No OnNet Parties Remain in the
Conference）]を選択します。参加者が使用し
ているデバイスまたはルートパターンをチェッ

クすることにより、各参加者のオンネットス

テータスを判断します。詳細については、「ア

ドホック会議」の章からリンクしているアド

ホック会議に関するトピックを参照してくだ

さい。

会議の破棄

外線コール転送の制限
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データのやり取り機能

一括管理は、ゲートウェイテンプレートにゲー

トウェイ設定（オフネットまたはオンネット）

を挿入します。詳細については、『Cisco
Unified Communications Manager Bulk
Administration Guide』を参照してください。

一括管理

ゲートウェイの番号分析に使用されている場

合は、DNAにゲートウェイとルートパターン
用に設定されたコール分類が表示されます。

詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Dialed Number Analyzer
Guide』を参照してください。

Dialed Number Analyzer（DNA）

外線コール転送の制限

説明制約事項

CiscoCatalyst 6000 24ポートのような FXSゲー
トウェイには [ゲートウェイの設定（Gateway
Configuration）]ウィンドウの [コールの分類
（Call Classification）]フィールドはありませ
ん。したがって、システムは常にそれらをオ

ンネットと見なします。

FXSゲートウェイ

システムは [コールの分類（Call
Classification）]フィールドがないCiscoVG248
ゲートウェイをサポートしていません。

Cisco VG248ゲートウェイ

CiscoUnified CommunicationsManagerはすべて
の Cisco Unified IP電話と FXSポートをオフ
ネット（外部）として設定できないオンネッ

ト（内部）と見なします。

FXSポート

外線コール転送の制限
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